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(2)絶対零度での量子乱流の減衰過程を確率論的モデルに帰着できる事を示し、量子乱流でのベキ乗則渦糸長分
布の発現メカニズムを議論している。Richardsonカスケード過程と、乱流中の渦輪のスケールに依存する優先
分裂効果という量子乱流の持つ２つの特性により、ベキ乗則渦糸長分布が発現することを直接的に明らかにし
ている。(3)振動グリッドによる絶対零度での量子乱流の発現を数値解析により再現し、他のグループによる実
験研究で得られた、速い速度でグリッドを振動させた時のみに特徴的に現れる、局所渦糸長密度のオーバーシ
ューティング現象の発現が、量子乱流の発生に起因することを明らかにしている。 
 このように本研究は、量子乱流構造の自己相似性に関して独創的な研究を行い、量子乱流の構造に関する新
たな知見を提供したものであり、博士（理学）の学位を授与するに値するものと認められると審査した。 
